救急外来におけるRRS要請基準の試験的運用による妥当性の検証 by 小林 圭子 et al.
























































































【対象・方法】調査期間：2012 年 12 月 28 日～ 2013 年 3 月 31 日。 
調査対象・方法：「RRS 要請基準」に該当する救急外来受診患者で
RRS 対応を行った患者を情報用紙から抽出。a)RRS の要請件数 b)
来院手段 c) 要請後の転帰 d) 要請基準の該当項目について調査。倫
理的配慮：データは個人特定できないよう配慮した。
【結果】 a)RRS 要請件数：18 件 b) 来院手段：救急車 6 件（トリアー
ジ区分内訳：蘇生　5 件、緊急　1 件）　Walk　in　12 件（トリアー
ジ区分内訳：蘇生　5 件、緊急　6 件、準緊急　1 件） c) 要請後の転帰：
unit 系入院　9 件、一般病棟入院　4 件、観察室後帰宅　2 件 d) 要
請基準の該当項目：呼吸の問題（SpO2 含む） 12 件、意識レベル 4 件、



























院内電子掲示板を利用しΗ 25 年度に計 6 回発行した。明確な視点
や印象のある写真、読みやすさに重点を置いた構成や編集に工夫し
た。エスカレーター転落事故症例を基にしたシミュレーション講習
会や院外の急変予期対応研修、院内 BLS 講習会など部署内ばかり
でなく、看護部全体で取り組まれている教育の提供を紹介した。こ
こではチームダイナミクスが機能する様子や、本番さながらの模擬
急変場面に対応する様子、ファシリテーターと参加者の生き生き
とした表情を取り上げた。また特殊環境の MRI 室での急変対応や
AED 新機種導入にあたり使用上の注意喚起など、二次事故の危険
性や安全対策を紹介した。さらに特殊な場所での BLS を経験し蘇
生に奏功した症例では、当事者の心理描写により緊迫感や心の感動
を伝えた。ニュース発行後、部署内講習会などの問い合わせや自分
も同じ体験をして共感した等の反響があった。過日、外来患者のエ
スカレーター事故が発生した際に二次事故もなく適切な対応が行え
たという効果も見られた。
【今後の課題】ニュースは読み手の関心や興味をそそるものでなけ
ればならない。当活動を通じ興味を持ったテーマや急変時に役立つ
企画で、魅力あふれるニュースをさらに発信していきたい。また周
りからの意見や急変対応時のデータにより客観的な評価をしていく
必要がある。
